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近
畿
、
東
海
の
各
市
議
会
議
長
会
は
定
期
総
会
を
開
催
し
、
議
案

を
審
議
、
決
定
し
た
。
決
定
し
た
議
案
の
う
ち
、
各
３
件
以
内
を
部

会
提
出
議
案
と
し
て
、
６
月
１７
日
開
催
の
全
国
市
議
会
議
長
会
第
９１

回
定
期
総
会
へ
上
程
す
る
。

近近
畿畿
市市
議議
会会
議議
長長
会会

近
畿
市
議
会
議
長
会
は
４
月
１４

日
、
四
條
畷
市
を
開
催
市
と
し
て

第
８０
回
総
会
を
開
催
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
支
部
提
出
議

案
の
「
災
害
対
策
の
為
の
財
政
基

盤
強
化
」
（
京
都
府
）
に
続
い
て
、

会
長
提
出
議
案
１
件
を
決
定
し
た
。

役
員
の
選
任
で
は
、
新
会
長
に
、

平
野
美
治
・
四
條
畷
市
議
会
議
長

を
選
任
し
た
。

東東
海海
市市
議議
会会
議議
長長
会会

東
海
市
議
会
議
長
会
は
４
月
１５

日
、
四
日
市
市
で
第
９８
回
総
会
を

開
催
し
た
。

新
会
長
に
は
、
会
則
に
基
づ
き
、

中
森
愼
二
・
四
日
市
市
議
会
議
長

が
選
任
さ
れ
て
い
る
。

議
案
審
議
で
は
、
４
県
の
市
議

会
議
長
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
�
道

路
法
改
正
に
よ
る
管
理
者
責
務
を

果
た
す
た
め
の
支
援
（
岐
阜
県
）

�
国
政
選
挙
に
係
る
執
行
経
費
の

確
保
（
愛
知
県
）
�
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
対
応
し
た
防
潮
堤
の

早
期
整
備
に
向
け
た
支
援
（
静
岡

県
）
�
少
子
化
対
策
の
充
実
（
三

重
県
）
―
の
４
件
に
続
い
て
、
会

長
提
出
議
案
８
件
を
決
定
し
た
。

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所
（旧・東京市政調査会）

第４１回『都市問題』公開講座

「地方創生、この道しかない？」

『都市問題』公開講座は、公益財団法人後藤・安田記念

東京都市研究所（旧・財団法人東京市政調査会）の発行す

る月刊誌『都市問題』の特集などから時宜に適ったテーマ

を選び開催しています。

第４１回は次のような趣旨により、「地方創生、この道し

かない？」をテーマとして開催いたします。多数の方々の

ご参加をお待ちしております。

○開催趣旨

安倍政権は「地方創生」を重要政策課題として掲げ、

雇用創出、地方への移住の促進、若い世代の結婚・出産

・子育て支援、地域特性に即した地域づくり等の施策に

より、人口減少と東京一極集中の克服を打ち出している。

この目標を達成するために、自治体は「人口ビジョン」

と「地方版総合戦略」の策定を求められている。人口減

少の実態、政府の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

の妥当性、自治体の果たすべき役割などを議論し、今後

の地域のあり方を展望する。

○日程

２０１５年７月４日（土）１３：３０～１６：３０

日本プレスセンター １０階ホール

（〒１００‐００１１東京都千代田区内幸町２‐２‐１）

○出演者

基調講演

松本克夫氏（ジャーナリスト）

パネルディスカッション

下山克彦氏（中国新聞社編集局報道部長・論説委員）

牧野光朗氏（長野県飯田市長）

松尾雅彦氏（カルビー株式会社相談役、ＮＰＯ法人「日

本で最も美しい村」連合副会長）

山下祐介氏（首都大学東京大学院人文科学研究科准教

授）

西村美香氏（成蹊大学法学部教授）＜司会＞

○参 加 費：無料

○参加申込み：後藤・安田記念東京都市研究所ホームペー

ジ（http : //www.timr.or.jp）からお申込

みください。

○申込み期限：２０１５年７月２日（木）

※満席となりしだい受付を終了しますので、お早めにお

申込みください。

○問合せ先：後藤・安田記念東京都市研究所

TEL：０３‐３５９１‐１２３９ FAX：０３‐３５９１‐１２０９

第第
１１６６
回回
専専
門門
小小
委委
がが
開開
催催

第
３１
次
地
方
制
度
調
査
会
第
１６

回
専
門
小
委
員
会
（
委
員
長
�
長

谷
部
恭
男
・
早
稲
田
大
学
教
授
）

は
４
月
２２
日
、
総
務
省
で
開
催
し

た
。会

議
で
は
、
事
務
局
か
ら
１５
回

専
門
小
委
（
４
月
１３
日
開
催
）
に

お
け
る
主
な
議
論
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
後
、
「
人
口
減
少
社
会

に
的
確
に
対
応
す
る
三
大
都
市
圏

及
び
地
方
圏
の
地
方
行
政
体
制
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
、

総
会
で
決
定
し
た
審
議
項
目
の
う

ち
「
三
大
都
市
圏
に
生
じ
る
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策

は
何
か
」
「
三
大
都
市
圏
か
ら
地

方
圏
へ
の
人
口
移
動
や
地
方
圏
で

の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要

な
施
策
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
審

議
し
た
。

次
回
・
１７
回
専
門
小
委
で
は
、

１４
回
専
門
小
委
か
ら
３
回
に
わ
た

り
審
議
し
た
「
人
口
減
少
社
会
に

的
確
に
対
応
す
る
三
大
都
市
圏
及

び
地
方
圏
の
地
方
行
政
体
制
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
、
今
後
の
議
論

を
深
め
る
た
め
、
論
点
整
理
が
行

わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1939・40号５月１５日平成27年
（2015年）

中森愼二・東海議長会会長
（四日市市）

近近
畿畿
・・
東東
海海
のの
各各
議議
長長
会会
がが
定定
期期
総総
会会
をを
開開
催催

平野美治・近畿議長会会長
（四條畷市）

（１） 平成２７年５月１５日 第１９３９・４０号



本
紙
で
は
、
１
９
３
６
号
か
ら
順
次
、
２６
年
度
の
本
会
各
委
員
会

の
主
な
要
望
結
果
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
号
は
、
産
業
経
済
委
員
会

に
つ
い
て
。

産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

産
業
経
済
委
員
会
の
平
成
２６
年

度
の
要
望
は
�
農
業
振
興
対
策
�

林
業
振
興
対
策
�
水
産
業
振
興
対

策
�
農
林
水
産
業
共
通
対
策
�
食

の
安
全
及
び
消
費
者
の
信
頼
確
保

対
策
�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
貿
易
交
渉
�
中

小
企
業
振
興
対
策
等
	
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
―
の
８
項
目
を
大

き
な
柱
と
す
る
。

以
下
、
項
目
ご
と
に
、
主
な
要

望
結
果
に
つ
い
て
掲
載
す
る
。

��
農農
業業
振振
興興
対対
策策

経
営
所
得
安
定
対
策
に
つ
い
て
、

必
要
財
源
の
確
保
な
ど
を
要
望
し

た
。２７

年
度
予
算
で
は
、
経
営
所
得

安
定
対
策
に
前
年
度
比
１
５
５
億

１
１
０
０
万
円
増（
３
・
９
％
増
）

の
４
１
０
６
億
３
０
０
０
万
円
が

確
保
さ
れ
た
。
�
畑
作
物
の
直
接

支
払
交
付
金
（
ゲ
タ
対
策
）
２
０

７
１
億
９
０
０
０
万
円
�
米
・
畑

作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

（
ナ
ラ
シ
対
策
）
８
０
２
億
１
３

０
０
万
円
�
米
の
直
接
支
払
交
付

金
７
６
０
億
２
５
０
０
万
円
�
収

入
減
少
影
響
緩
和
対
策
移
行
円
滑

化
対
策
３
８
５
億
３
２
０
０
万
円

―
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。
�
・
�

の
交
付
対
象
者
は
、
２７
年
産
か
ら

認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
に
認
定

新
規
就
農
者
が
加
え
ら
れ
、
い
ず

れ
も
規
模
要
件
が
課
さ
れ
な
い
こ

と
と
な
っ
た
。
�
は
、
�
の
交
付

対
象
者
の
う
ち
ナ
ラ
シ
対
策
非
加

入
者
に
対
す
る
影
響
緩
和
対
策
と

し
て
、
２６
年
産
に
限
り
、
ナ
ラ
シ

対
策
で
米
の
補


が
行
わ
れ
る
場

合
に
、
国
費
分
相
当
の
５
割
が
交

付
さ
れ
る
。

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
関
す

る
施
策
に
つ
い
て
は
、
耕
作
放
棄

地
再
生
利
用
対
策
等
の
拡
充
強
化

な
ど
を
要
望
し
た
。

２７
年
度
予
算
で
は
、
耕
作
放
棄

地
再
生
利
用
緊
急
対
策
交
付
金
に

１７
億
４
２
０
０
万
円
が
確
保
さ
れ

た
。
前
年
度
よ
り
１
億
９
８
０
０

万
円
の
減
額
と
な
っ
た
が
、
荒
廃

し
た
耕
作
放
棄
地
１
・
２
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
解
消
が
目
指
さ
れ
る
。

ま
た
、
水
田
を
活
用
し
た
米
粉

・
飼
料
用
米
、
麦
、
大
豆
等
の
作

付
け
拡
大
支
援
な
ど
食
料
自
給
率

向
上
施
策
に
関
し
、
十
分
な
財
源

の
確
保
な
ど
を
要
望
し
た
。

２７
年
度
予
算
で
は
、
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
と
し
て
、
前

年
度
と
同
額
の
２
７
７
０
億
２
６

０
０
万
円
が
措
置
さ
れ
た
。

ま
た
、
外
国
へ
の
輸
出
を
含
む

米
の
消
費
拡
大
に
資
す
る
施
策
の

積
極
的
な
推
進
を
要
望
し
た
。

２７
年
度
予
算
で
は
、
新
規
事
業

と
し
て
、
米
穀
周
年
供
給
・
需
要

拡
大
支
援
事
業
に
５０
億
３
３
０
０

万
円
が
確
保
さ
れ
た
。
産
地
に
お

い
て
、
生
産
者
、
集
荷
業
者
・
団

体
が
積
み
立
て
を
行
い
、
自
主
的

に
�
周
年
安
定
供
給
の
た
め
の
長

期
計
画
的
な
販
売
�
輸
出
用
向
け

の
販
売
促
進
等
�
業
務
用
向
け
等

の
販
売
促
進
等
�
非
主
食
用
へ
の

販
売
―
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る

場
合
に
支
援
さ
れ
る
。

��
林林
業業
振振
興興
対対
策策

林
業
発
展
の
た
め
の
施
策
に
つ

い
て
、
間
伐
材
を
含
む
地
域
材
の

需
要
拡
大
対
策
の
拡
充
な
ど
を
要

望
し
た
。

２７
年
度
予
算
で
は
、
新
規
事
業

と
し
て
、
新
た
な
木
材
需
要
創
出

総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
１６
億
８
９

０
０
万
円
が
確
保
さ
れ
た
。
林
業

の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
等
新
た

な
製
品
・
技
術
の
開
発
・
普
及
や
、

建
築
物
・
木
材
製
品
・
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
等
の
各
分
野
で
の
地
域
材

利
用
促
進
に
よ
り
、
新
た
な
木
材

の
需
要
を
創
出
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
需
要
に
応

え
う
る
地
域
材
の
安
定
的
・
効
率

的
な
供
給
体
制
の
構
築
、
森
林
認

証
・
認
証
材
普
及
促
進
対
策
が
実

施
さ
れ
る
。

��
水水
産産
業業
振振
興興
対対
策策

漁漁
業業
資資
源源
のの
維維
持持
策策
のの
たた
めめ
のの

施施
策策
にに
つつ
いい
てて
、、
資
源
管
理
型
漁

業
の
推
進
、
種
苗
放
流
等
の
支
援

策
の
充
実
等
に
よ
る
栽
培
漁
業
の

振
興
を
要
望
し
た
。

２７
年
度
予
算
で
は
、
増
養
殖
対

策
と
し
て
、
前
年
度
比
７
４
０
０

万
円
増
の
１３
億
７
０
０
０
万
円
が

確
保
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
さ
け

・
ま
す
資
源
回
復
推
進
事
業
に
前

年
度
比
５
５
０
０
万
円
増
の
３
億

６
０
０
万
円
が
措
置
さ
れ
、
サ
ケ

・
マ
ス
の
回
帰
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
放
流
手
法
の
改
良
等
に
支

援
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
ウ
ナ
ギ

対
策
関
連
事
業
に
は
前
年
度
比
６

０
０
０
万
円
増
の
４
億
８
３
０
０

万
円
が
確
保
さ
れ
、
国
際
的
な
資

源
管
理
措
置
へ
の
対
応
や
、
ウ
ナ

ギ
種
苗
を
大
量
生
産
す
る
シ
ス
テ

ム
の
実
証
試
験
の
加
速
化
が
図
ら

れ
る
。

ま
た
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成

に
つ
い
て
、
そ
の
対
策
の
推
進
を

要
望
し
た
。

新
規
漁
業
就
業
者
総
合
支
援
事

業
は
、
２７
年
度
予
算
５
億
６
２
０

０
万
円
と
２６
年
度
補
正
予
算
２
億

７
３
０
０
万
円
の
合
計
で
８
億
３

５
０
０
万
円
が
確
保
さ
れ
た
。
同

事
業
の
２６
年
度
予
算
５
億
６
６
０

０
万
円
と
２５
年
度
補
正
予
算
２
億

５
５
０
０
万
円
の
合
計
８
億
２
１

０
０
万
円
か
ら
１
４
０
０
万
円
増

額
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
同
事
業

を
中
心
に
２
０
０
０
人
の
新
規
就

業
者
の
確
保
が
目
指
さ
れ
る
。

��
農農
林林
水水
産産
業業
共共
通通
対対
策策

�
６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み

へ
の
十
分
な
予
算
の
確
保
�
鳥
獣

被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
の
十

分
な
予
算
の
確
保
�
燃
油
価
格
高

騰
対
策
の
強
化
―
な
ど
を
要
望
し

た
。�

に
つ
い
て
は
、
６
次
産
業
化

支
援
対
策
と
し
て
、
２７
年
度
予
算

と
２６
年
度
補
正
予
算
と
の
合
計
額

で
３９
億
２
５
０
０
万
円
が
確
保
さ

れ
た
。
こ
れ
は
２６
年
度
予
算
と
２５

年
度
補
正
予
算
と
の
合
計
４６
億
６

５
０
０
万
円
を
７
億
４
０
０
０
万

円
下
回
っ
て
い
る
。

�
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
対
策
交
付
金
が
、
２７
年
度

予
算
と
２６
年
度
補
正
予
算
と
の
合

計
額
で
１
１
５
億
円
が
確
保
さ
れ

た
。
こ
れ
は
２６
年
度
予
算
と
２５
年

度
補
正
予
算
と
の
合
計
額
を
１０
億

円
下
回
っ
て
い
る
。

�
に
つ
い
て
は
、
施
設
園
芸
に

係
る
燃
油
価
格
高
騰
緊
急
対
策
の

事
業
期
間
が
２７
年
度
ま
で
延
長
さ

れ
る
。
ま
た
、
漁
業
経
営
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に
つ
い

て
は
、
２７
年
度
予
算
と
２６
年
度
補

正
予
算
と
の
合
計
額
で
１
４
０
億

円
が
確
保
さ
れ
た
。
こ
れ
は
２６
年

度
予
算
と
２５
年
度
補
正
予
算
と
の

合
計
額
と
同
額
と
な
っ
て
い
る
。

��
食食
のの
安安
全全
及及
びび
消消
費費
者者
のの
信信

頼頼
確確
保保
対対
策策

食
の
安
全
性
確
保
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
生
産
履
歴
管
理

（
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
）
な
ど
の
普
及
促
進
な
ど
を
要

望
し
た
。

２７
年
度
予
算
で
は
、
食
品
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
普
及
促
進
な
ど

【
３
面
へ
続
く
】

２２６６年年度度

本本

会会

委委
員員
会会

要要
望望
結結
果果
をを
掲掲
載載
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��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

を
図
る
消
費
・
安
全
対
策
交
付
金

に
前
年
度
比
１
４
０
０
万
円
増
の

２０
億
６
２
０
０
万
円
が
措
置
さ
れ

た
。ま

た
、
輸
入
食
材
等
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
、
一
層
の
監
視
と
検

査
体
制
の
強
化
・
充
実
な
ど
を
要

望
し
た
。

２７
年
度
予
算
で
は
、
輸
入
食
品

の
安
全
確
保
対
策
や
感
染
症
の
水

際
対
策
の
推
進
と
し
て
、
前
年
度

比
３
億
２
９
０
０
万
円
増
の
９３
億

２
０
０
万
円
が
確
保
さ
れ
た
。
検

査
レ
ベ
ル
を
維
持
し
つ
つ
、
民
間

の
検
査
機
関
も
活
用
し
た
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
検
査
が
実
施
さ
れ
る
。
２５

年
度
は
５
万
５
２
１
７
件
、
２６
年

度
上
半
期
は
２
万
７
７
１
９
件
の

実
施
だ
っ
た
が
、
２７
年
度
は
約
９

万
５
０
０
０
件
を
予
定
し
て
い
る
。

��
ＴＴ
ＰＰ
ＰＰ
等等
貿貿
易易
交交
渉渉

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
▽
交
渉

過
程
な
ど
の
国
民
へ
の
十
分
な
情

報
開
示
と
明
確
な
説
明
▽
各
分
野

に
お
け
る
懸
念
の
現
実
化
回
避
の

た
め
の
適
切
な
対
応
―
を
要
望
し

た
。２７

年
度
と
な
っ
た
現
在
も
関
係

国
と
の
間
で
交
渉
が
続
い
て
い
る
。

��
中中
小小
企企
業業
振振
興興
対対
策策
等等

中中
小小
企企
業業
へへ
のの
支支
援援
にに
つつ
いい
てて
、、

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
対
策
、
特

に
為
替
変
動
な
ど
の
影
響
に
対
す

る
効
果
的
な
施
策
を
早
急
に
講
じ

る
こ
と
、
ま
た
、
電
気
料
金
及
び

原
材
料
価
格
の
上
昇
等
に
対
す
る

下
請
け
中
小
企
業
の
保
護
に
つ
い

て
、
親
事
業
者
が
下
請
け
中
小
企

業
に
一
方
的
な
価
格
の
し
わ
寄
せ

を
し
な
い
よ
う
適
切
な
措
置
を
要

望
し
た
。

２６
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
資

金
繰
り
・
事
業
再
生
支
援
事
業
に

１
３
８
０
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。

同
事
業
に
、
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
高
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
融

資
が
創
設
さ
れ
、
７
２
１
億
円

（
貸
付
規
模
４
兆
円
超
）
が
措
置

さ
れ
て
い
る
。
日
本
政
策
金
融
公

庫
・
商
工
中
金
に
よ
り
、
経
営
支

援
を
含
む
手
厚
い
資
金
繰
り
が
実

施
さ
れ
る
。

ま
た
、
４
月
２
日
に
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）

が
主
宰
す
る
経
済
の
好
循
環
実
現

に
向
け
た
政
労
使
会
議
に
お
い
て

「
価
格
転
嫁
や
支
援
・
協
力
に
つ

い
て
の
取
組
策
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組

策
」
が
合
意
さ
れ
た
。
取
引
先
企

業
の
仕
入
れ
価
格
の
上
昇
等
を
踏

ま
え
た
取
り
組
み
と
し
て
、
経
済

界
に
よ
る
総
合
的
な
取
り
組
み
の

ほ
か
、
政
府
に
よ
る
対
応
が
示
さ

れ
て
い
る
。
政
府
に
よ
る
対
応
は

�
現
在
１６
業
種
分
あ
る
下
請
適
正

取
引
等
の
推
進
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
う
ち
１４
業
種
分
に
つ
い

て
、
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
の
増
加
分
の
適
正
な
価
格
転
嫁

に
係
る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

（
望
ま
し
い
企
業
間
取
引
事
例
）

等
を
追
加
し
た
。
今
後
は
、
産
業

界
に
対
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
た
取
引
を
徹
底
し
て
要
請
し
、

必
要
に
応
じ
調
査
・
確
認
す
る
�

下
請
代
金
検
査
官
や
消
費
税
転
嫁

Ｇ
メ
ン
が
立
入
検
査
を
行
う
際
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
取
引
を

行
う
よ
う
要
請
す
る
�
全
国
で
約

５
０
０
回
の
講
習
会
を
追
加
的
に

開
催
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
理
解

・
活
用
を
促
進
し
て
い
く
�
下
請

代
金
法
に
基
づ
く
監
視
・
取
り
締

ま
り
を
強
化
す
る
―
な
ど
と
さ
れ

て
い
る
。

��
資資
源源
・・
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
対対
策策

原
子
力
発
電
所
の
安
全
・
防
災

対
策
に
つ
い
て
、
原
発
周
辺
住
民

の
避
難
対
策
と
し
て
、
広
域
的
な

避
難
道
路
・
施
設
や
防
災
資
機
材

等
の
早
急
な
整
備
な
ど
を
要
望
し

た
。こ

れ
ら
の
整
備
事
業
等
へ
の
支

援
を
行
う
原
子
力
発
電
施
設
等
緊

急
時
安
全
対
策
交
付
金
は
、
２７
年

度
予
算
に
お
い
て
、
前
年
度
比
１

億
２
３
０
０
万
円
増
の
１
２
１
億

７
０
０
０
万
円
が
確
保
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
に
つ
い
て
、
研
究
・
開
発
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
要

望
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大

導
入
と
し
て
、
２７
年
度
と
２６
年
度

補
正
予
算
と
の
合
計
額
で
２
３
１

９
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。
こ
れ
は

２６
年
度
予
算
と
２５
年
度
補
正
予
算

と
の
合
計
額
を
６
７
５
億
円
上
回

っ
て
い
る
。
�
洋
上
風
力
発
電
等

技
術
研
究
開
発
７９
億
３
０
０
０
万

円
（
前
年
度
比
３０
億
３
０
０
０
万

円
増
）
�
地
熱
資
源
開
発
調
査
事

業
８０
億
円
（
同
１５
億
円
増
）
�
高

性
能
・
高
信
頼
性
太
陽
光
発
電
の

発
電
コ
ス
ト
低
減
技
術
開
発
４３
億

５
０
０
０
万
円
（
新
規
）
―
な
ど

の
事
業
が
実
施
さ
れ
る
。
�
で
は
、

超
高
効
率
化
の
実
現
に
向
け
て
、

新
構
造
太
陽
電
池
等
を
実
用
化
す

る
た
め
の
要
素
技
術
開
発
な
ど
に

取
り
組
ま
れ
る
。

【
２
面
か
ら
続
く
】

▼
議
長

▽
香
芝

北
川
重
信
（
４
・
１３
）

▽
伊
賀

中
岡
久
徳
（
４
・
１３
）

▽
赤
穂

家
入
時
治
（
４
・
１５
）

▽
廿
日
市

藤
田
俊
雄
（
４
・
１７
）

▽
登
米

沼
倉
利
光
（
４
・
２１
）

▼
副
議
長

▽
香
芝

小
西
高
吉
（
４
・
１３
）

▽
伊
賀

近
森
正
利
（
４
・
１３
）

▽
�
子

加
藤
秀
子
（
４
・
１４
）

▽
赤
穂

藤
友
俊
男
（
４
・
１５
）

▽
廿
日
市

岡
本
敏
博
（
４
・
１７
）

▽
登
米

岩
淵
正
宏
（
４
・
２１
）

▼
事
務
局
長

▽
網
走

鈴
木
直
人
（
４
・
１
）

▽
北
斗

田
村
宏
美
（
４
・
１
）

▽
青
森

和
田
孝
行
（
４
・
１
）

▽
北
上

菊
池
和
俊
（
４
・
１
）

▽
北
秋
田

田
村
義
明
（
４
・
１
）

▽
米
沢

高
野
正
雄
（
４
・
１
）

▽
村
山

青
柳

仁
（
４
・
１
）

▽
福
島

佐
藤
芳
男
（
４
・
１
）

▽
上
越

笹
川
桂
一
（
４
・
１
）

▽
見
附

佐
藤
貴
夫
（
４
・
１
）

▽
砺
波

浅
田
章
敬
（
４
・
１
）

▽
七
尾

前
畑
幸
雄
（
４
・
１
）

▽
能
美

松
尾
滋
久
（
４
・
１
）

▽
福
井

峠

尚
太
（
４
・
１
）

▽
あ
わ
ら長

谷
川
ま
ゆ
み
（
４
・
１
）

▽
坂
井

友
田
義
隆
（
４
・
１
）

▽
須
坂

伊
藤
範
子
（
４
・
１
）

▽
八
王
子

設
楽
い
づ
み
（
４
・
１
）

▽
狛
江

徳
冨
善
子
（
４
・
１
）

▽
北

小
林
義
宗
（
４
・
１
）

▽
江
戸
川

天
沼

浩
（
４
・
１
）

▽
相
模
原

石
井
賢
之
（
４
・
１
）

▽
海
老
名

橋
本
祐
司
（
４
・
１
）

▽
大
月

藤
本
直
樹
（
４
・
１
）

▽
韮
崎

小
泉
尚
志
（
４
・
１
）

▽
下
野

川
俣
廣
美
（
４
・
１
）

▽
朝
霞

木
村

宏
（
４
・
１
）

▽
久
喜

岡
野
晴
一
（
４
・
１
）

▽
鶴
ヶ
島

中
島
雅
之
（
４
・
１
）

▽
木
更
津

茅
木
辰
幸
（
４
・
１
）

▽
白
井

佐
藤
賢
一
（
４
・
１
）

▽
み
よ
し

加
納
幸
治
（
４
・
１
）

▽
城
陽

角
田

勤
（
４
・
１
）

▽
高
島

橋
本
武
美
（
４
・
１
）

▽
加
古
川

山
本
賢
吾
（
４
・
１
）

▽
丹
波

安
田
英
樹
（
４
・
１
）

▽
奈
良

米
浪
高
之
（
４
・
１
）

▽
宇
陀

東

勲
（
４
・
１
）

▽
香
芝

森
田
庄
一
（
４
・
１
）

▽
岩
出

久
嶋
一
美
（
４
・
１
）

▽
益
田

福
原
義
貞
（
４
・
１
）

▽
安
来

木
村
慎
治
（
４
・
１
）

▽
瀬
戸
内

出
射

正
（
４
・
１
）

▽
美
作

本
田
卓
治
（
４
・
１
）

▽
田
川

金
子
正
人
（
４
・
１
）

▽
嬉
野

納
富
作
男
（
４
・
１
）

▽
鴻
巣

原
口
信
義
（
４
・
２８
）

議議
会会
人人
事事
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